
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 21 年 5 月 1 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：画像理解 
科研費の分科・細目：情報学・知能情報学 
キーワード：実世界インタラクション、ハイブリッド・ダイナミカルシステム、対話・行動分

析、マルチモーダル・インタラクション、プロアクティブ、相互適応 
 
１．研究計画の概要 

ソフトウェア・情報機器の多機能化、高機
能化に伴い、情報システムの複雑性が爆発的
に増大し、「デジタル・デバイドの普遍化」
を招いている。こうした問題を克服し、老若
男女すべての人々にとって、安心・快適な情
報環境を構築するには、人間と情報システム
との間に存在する様々なレベルのギャップ
を、相互適応可能なマルチモーダル・インタ
ラクションによって解消することが必要で
ある。 
本研究は、インタラクションの動的側面に

焦点を当て、「息の合った」、「間合いの取れ
た」ヒューマン／マシン・インタラクション
を実現するための理論研究から実世界で
機能するシステムの開発までを研究範囲
とし、(1)複雑、多様なマルチモーダル・
インタラクションを表現するためのハイ
ブリッド・ダイナミカルシステムに関す
る理論研究、(2)人間同士の動的インタラ
クションの高精度マルチモーダル計測・
分析、(3)ハイブリッド・ダイナミカルシ
ステムに基づく相互適応可能なインタラ
クション機構の開発、(4)実世界インタラ
クションシステムの開発 を目指してい
る。 
 
２．研究の進捗状況 

本研究では、まず、「相互適応可能なリア
ルタイム・インタラクション」実現のための
計算モデルとして、物理的現象記述に適した
力学系モデルと、人間の心的・知的活動の記
述に適した情報系モデルを統合した「ハイブ

リッド・ダイナミカルシステム」を構築して
きた。そして、この計算モデルに基づいたマ
ルチモーダル・インタラクションの分析によ
って以下のような成果を得た。 
(1) 個人差に対応した微妙な表情（作り笑い
と自然な笑いの識別など）の分析・認識手法
の開発 
(2)口唇運動と音声信号といった異なる情報
メディア間の時間的相互依存関係の特徴化
とマルチメディア話者認識への応用 
(3) システムが人に対して能動的に働きか
け（提示情報の移動や提示タイミングの変更
など）を行い、それに対する反応（視線・姿
勢の変化など）を計測・分析することによっ
て、人間の心的状態を推定する枠組み (Mind 
Probing)の考案と、それを使った人間の興味
推定システムの開発 
(4) 落語や通常の二者対話における、身体動
作と音声発話間の時間的相互関係の分析か
ら、対話における顔向け動作の持つ意味を明
らかにした。 
(5)大型ディスプレイに提示された複数のコ
ンテンツの中から興味あるものを選択する
という状況において、人間の興味を顕在化さ
せ、その推定精度を高める方法として Gaze 
Mirroring という新たな手法を考案し、その
有効性を実証した。 
(6)遠隔会議システムにおける伝送遅延を緩
和し、円滑な対話を実現するための手法とし
て Visual Filler というアイデアを考案し、
その有効性を示した。 
このように、本研究の目的である、相互適

応可能なマルチモーダル・インタラクション

研究種目：特定領域研究 

研究期間：2006～2010 

課題番号：18049046 

研究課題名（和文） 

相互適応可能な実世界インタラクションのための計算モデル・システムの構築 

研究課題名（英文）  

Computational Models and Systems for Real World Human Machine Interaction 

研究代表者 

松山 隆司（MATSUYAMA TAKASHI） 

京都大学・大学院情報学研究科・教授 

 研究者番号：10109035 



 

 

システム実現に向けて、ハイブリッド・ダイ
ナミカルシステムに関する基礎理論と高精
度マルチモーダル計測・分析技術の両面にお
いて多くの研究成果が得られている。 
 
３．現在までの達成度 
 本研究は、①当初の計画以上に進展してい
る と考えられる。このことは、以下のよう
な種々の受賞によって示されるように、質の
高い研究成果が継続して得られていること
からも明らかであると考えられる。 
(1) FIT2006 ヤングリサーチャー賞（2007 年、
研究分担者川嶋） 
(2) 情報通信月間推進協議会会長表彰 
情報通信功績賞（2008 年、松山） 
(3) ヒューマンインタフェース学会論文賞
（2009 年、ポスドク研究員平山、松山） 
(4) 平成 21 年度文部科学大臣表彰科学技術
賞（2009 年、松山） 
 また、考案したアイデアや開発したシステ
ムの実用的有用性については、富士通（株）
やパナソニック（株）などとの共同研究が始
まったことによっても証明されている。 
 
４．今後の研究の推進方策 

今後は、これまでに構築した理論・技
術を深化、発展させるとともに、実世界
インタラクションシステムの実現に注力
する。具体的には、これまでに開発した
実世界インタラクション計測分析環境を
用いて、複数の人間が情報システムを挟
んでインタラクションを行っている状況
（たとえば、家族旅行のプラン作成や友
達の意見を聞きながらのオンラインショ
ッピングなど）において、発話、動作、
視線の動きおよび、それらの間のタイミ
ング構造を高精度にリアルタイム計測す
るためのシステムを構築するとともに、
人間同士の言語、非言語インタラクショ
ンを多角的に分析する。 

一方、理論面では、複数のハイブリッド・
ダイナミカルシステムを相互結合したイン
タラクションモデルを構築し、前述の状況に
おいて人間同士が示す多様なインタラクシ
ョン・モード（たとえば、テンポのよい、息
の合った対話や話の盛り上がり、ぎくしゃく
した気まずいムードなど）を生み出すための
相互結合メカニズムを考案する。 

以上の研究成果を踏まえ、研究の最終段階
では、(1)実演店頭販売員の巧みな話術をシ
ミュレートする自律型商品紹介システム、
(2)会議の状況に合わせダイナミックにマイ
ク・カメラの制御を行う高臨場感遠隔会議シ
ステムなどといった実世界インタラクショ
ンシステムを開発し、実証実験を通じて本研
究の理論、技術両面における有効性を示す。 
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